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なつやすみの美術館 7
MOMAW Summer Museum Project 7

Like or Dislike? 
Likes and Dislikes

2017年7月8日（土）      9月18日（月・祝）
間島領一《日の丸弁当》1997　サンプル米、弁当箱、フォルモ粘土
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なつやすみの美術館 7　すききらい、すき？ きらい？
2017 年 7 月 8 日 ( 土 ) ～ 9 月 18 日 ( 月・祝 )
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――すききらいってなんだろう。
　毎日の食卓に上るすきなもの、きらいなもの。すきな科目ときらいな科目。
すきな子ができた？ きらいな友達はいる？ 今日はどんな服を着ようか。ねこが
すき？ いや、犬がすき。季節やにおい、色や数字にだって、お気に入りがある。
　大人はみんな、「すききらいはダメ」と言うけれど、わたしたちはみんな、
すききらいで選びながら、毎日を生きている。そんな「すき」や「きらい」の根っ
こにあるのはなんだろう。
　テレビのチャンネルはすきなものだけ選べばいい。インターネットはおもし
ろそうなものだけクリックすればいい。自分がすきなものだけを選べるように
なったのが今の世の中らしいけれど、選ばなかったらずっと知らないままなの
かな。もし自分の「すき」がだれかの「きらい」だったら、この楽しさを伝え
ることもできないのかな。

　この展覧会では、作品を見た人が「すき」や「きらい」について考えるきっ
かけとなる作品を、いくつかの章に分けて展示します。普段は大人たちが「ダ
メ」と言ってしまいがちな「すききらい」も、美術の世界ではあたりまえ。自
分の意見を持ち、感じたことを伝え合うこと。それによって、他の人が違う意
見を持っていることを知り、自分だけでは気づかない楽しさがあることを感じ
取ることへもつながるでしょう。
　夏期休暇中の子どもたちが積極的に美術館へと足を運べるように、また子
どもと大人が一緒になって、さまざまな美術の面白さに触れられるようにと企
画する「なつやすみの美術館」シリーズは、今年で７回目となりました。この
夏、大人のみなさんも、こどものみんなも、じっくり「すききらい」に向き合っ
てみませんか。

3.  鴨居玲《LOVE》1980 頃 / 油彩、
     キャンバス

1.  パラモデル 《極楽百景　第八景 ー新世界 八重勝 
     ニュー配達ー》2007 / ラムダプリント

2.  アンリ・マティス《ジャズ》より
     〈ハート〉1947 / ステンシル、紙

4.  ピナリー・サンピタック《乳房の果実》
     2005 / テラコッタ、釉薬

5.  森村泰昌《美術史の娘、王女 A》
     1990 / カラー写真に透明メディウム

掲載用画像については
広報担当にお問合せ下さい。



開催概要

【同時期開催】
コレクション展 2017−夏
特集展示　おはなしのなかへ

【会期】開催中 ～ 9 月 10 日（日）
【会場】１階展示室

鈴木久雄 彫刻の速度 和歌山展
【会期】開催中 ～ 9 月 10 日（日）
【会場】エントランスホール、ホワイエ、テラスほか

和歌山県立近代美術館
学芸担当：青木加苗　広報担当：島

〒640-8137 和歌山市吹上 1-4-14
TEL 073-436-8690（代表）
FAX 073-436-1337
E-MAIL moma_w@future.ocn.ne.jp
WEB http://www.momaw.jp/ 

関連事業

● ワークショップ　「だいすきをぶっこわせ！　キライに変身 ?!　スキなモノ」
【日時】８月 12 日（土）10 時～14 時 30 分
【講師】間島領一（美術家）
【主催】和歌山県・一般財団法人 和歌山県文化振興財団
【企画・運営協力】NPO法人 和歌山芸術文化支援協会（wacss）
【協力】和歌山県立近代美術館
参加無料（事前申込制 / 詳細はホームページや別紙チラシで案内します。）

● ギャラリートーク（学芸員による展示解説）

【日時】7 月 15 日（土）、8 月 13 日（日）
いずれも 14 時～　（展示室にて、要観覧券）

● こども美術館部 ｢キラキラ☆キライ｣ （隔月開催の小学生対象鑑賞会）

【日時】８月 5 日（土）14 時～　（14 時までに受付にて参加登録、要観覧券）

● こどもギャラリートーク（子どもを対象としたトーク／大人のみ、親子での参加も可）

【日時】7 月 22 日（土）、8 月 6 日（日）、8 月 20 日（日）
いずれも 14 時～15 時　（展示室にて、要観覧券）

● たまごせんせいと「わくわくアートツアー」（和歌山大学の学生による鑑賞ガイド）

和歌山大学の学生が、鑑賞をサポートします。
【日時】8 月 15 日（火）～ 8 月 19 日（土）、8 月 22 日（火）～ 24 日（木）

たまごせんせいと「わくわくアートツアー」
昨年度の様子
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【次回開催】
             アメリカへ渡った二人　国吉康雄と石垣栄太郎

【会期】10 月 7 日（土） ～ 12 月 24 日（日）
【会場】2 階展示室

こどもギャラリートーク　昨年度の様子

こどもと
65才以上
は観覧料
無料

特別展

会場 　 和歌山県立近代美術館　2階展示室
会期 　 2017 年 7 月 8 日（土）−9 月 18 日（月・祝）
開館時間　 9 時 30分−17時（入場は 16時30分まで）
休館日　 　月曜日（7 月17 日、9 月18 日は開館。7 月18 日は休館。）
観覧料　　 一般 510（410）円、大学生 300（250）円
                 ＊（ ）内は20名以上の団体料金 
                 ＊高校生以下、65 歳以上、障害者、県内に在学中の外国人留学生は無料 
                 ＊ 毎月第４土曜日 (7 月 22 日と 8 月 26 日 ) は「紀陽文化財団の日」として大学生無料


